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1
令和６年度新城市一般会計補正予算（第３号）・新型コロナワクチン定
期接種事業について、副作用が報告されている状況を踏まえ、議論を
されたのかどうか聞きたい。

討論はあった。実際、被害に対する裁判を行っている方もいると聞いて
いる。副作用については、国による被害状況の開示、救済措置等を含
め進めているところ。

〇 ① 　　山田辰也 医療

太陽光発電については、国による方針等もあり賛否については、いろ
いろな意見があり議会でも分かれている。耕作放棄地や、その相続人
が遠方であったり、転売されたりするケースもあり、所有権を侵害するこ
とはできないという見解であることから、行政側としての対応は難しいの
が現状。

〇 ① 　　山田辰也

地域全体の問題としてとらえている。条例で義務化されている地域説
明会での話にはなかったような工事を過去に行った業者もあり、問題が
ある場合は、連絡いただければ、その対応として行政による所管の管
理で対処させていただく。

〇 ① 　　山口洋一

3

太陽光発電は２００ボルトであり、大変危険なものが町中にあるという認
識が皆さんおそらくないと思う。直接触れれば、生死にかかわる。電気
の使用については、法律もあり厳しくなっているにもかかわらず、太陽
光発電については、緩和されていると感じている。災害が発生し機材
が飛ばされたり、感電したりすれば生死にかかわる。やはり、しっかりし
た説明をし、広く一般に周知することと業者への条例違反をしないよう
指導していただきたい。私は、反対しているわけではなく、決められた
ルールの中で地元と共有、共存できればと思っているだけ。

意見として承る。 ○ ② ― 太陽光発電設備

令和６年度議会報告会（意見交換会）における発言内容報告書
開催地区：八名　地区

開催日時：令和６年１０月２８日（月）　午後７時００分　～　午後９時１５分

開催場所：富岡ふるさと会館

担当議員：６名　（氏名：丸山隆弘、佐宗龍俊、山田辰也、小林秀徳、中西宏彰、山口洋一)

スマートインター

参加人数：男性　３６名、女性　０名　計３６名

対　応
       分類 : ●議会に関するもの　○市政に関するもの      対応 : ①回答（処理）済　②聞き置いた事項（含む情報提供）　

ｷｰﾜｰﾄﾞ

小林秀徳

№ 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容

2

太陽光発電について、これ以上増やさないでほしいという要望が出た
にもかかわらず対策がなされていないと思う。地域としては、施工業者
が住民権を持っていることを前提に賛同をいただいている。市として
は、どのような考えでいるのか聞きたい。

太陽光発電設備

4
現在進めているスマートインターチェンジについて、どうなっているのか
経過を聞かせてほしい。

昨年の８月に事業化が決定され、令和４年度においてプロジェクトとし
ての提案が８項目あげられている。事業を進めるにあたり農業振興地
域だとか特殊地域でもあるため、新城市と愛知県とが協議していく必要
がある。その上で、市のホームページでパブリックコメントを実施してい
る。真摯な意見が出ており、地域の方がよく理解した中で進めていくこ
こととなっている。周辺振興策に関する提言ということで、利便性の向
上に伴う産業の活性化及び定住人口の確保、観光による交通振興の
拡大及び地元特産品の開拓です。現在、豊橋市側はすでに工事が始
まっているので本市としても豊橋市と意見を調整した中で進めていくこ
ととしている。例えば、向こう側が工場を誘致し、こちら側は住宅地を進
めていくなど。しかし制約のある土地の活用となるため、総務経済委員
会の中でも市と勉強会を実施しているところ。

〇 　① 　　山口洋一
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6

地域から、若い世代の家族がどんどん出て行ってしまい高齢者ばかり
となりつつある。新城市は、近隣市と比べ住民税が高すぎるのが問題
ではないか。

実際、豊川市でいえば結婚して土地を購入すると固定資産税の軽減
措置があるとのこと。今後そういった面で新城市においても何らかの措
置を考えていく必要があると思う。

〇 ① 　　山田辰也 行政

7

議会中継で見ている時に、議員の一般質問について、通告書が出て
いるのは知っているが、質疑を行っているときに今どの場面でどういう
答弁をしているか分かりやすい工夫をしてほしい。例えば、通告書をス
クリーンに映すとかしたらいいのでは。

一般質問は、さまざまな声がここで集約されているので、一人でも多く
の議員が切磋琢磨して臨んで行きたい。市民に分かり易いよう通告書
をスクリーンに載せる件も今後の課題として依頼していきたいと思う。

● ① 　　丸山隆弘 議会

8

新城市老人クラブの解散について、いざという活動のために残してほし
い。老人福祉センターの閉館について、最新の工事を施し残してほし
い。文化会館の展示室の使い方で倉庫からの運搬が大変で改善して
ほしい。地域協議会は、二重行政であり理解できない。

解散については、市老人クラブ連合会からの意思であり、会員が減少
したことにより運営が困難になったということである。老人福祉センター
については、主体となる市老人クラブ連合会の解散と老朽化での対応
として、市の方針の中での対応となっている。文化会館の件について
は、行政に伝え対応を検討するよう報告する。地域協議会、自治区予
算については議会の中でも賛否があるが、より良い方向性を見出して
いくよう努力していかねばならないと思う。

〇 ① 　　佐宗龍俊 老人クラブ

9
個人所有の空き家、空き地、耕作放棄地について高齢などの理由
で管理ができず安全面において問題が生じていることについて、市
で対応はできないのか。

議会で取り上げた経緯もあるが、しっかりした方針ができていないのが
現状である。草刈りをボランティアで実行しているところもあるが、今後
の課題として検討していきたい。

〇 ① 　　丸山隆弘 行政

10
沿道におけるゴミの対応について、環境整備をしているが手に負えな
い現状がある。市で条例の検討をお願いしたい。

聞きおき、今後の課題として承る。 〇 ② ― 行政

5

新城市は、人口が減少し消滅するとまで言われている中で、市民病院
を新しくすることは、ずれていると思う。
少子化対策が全くされていないと思う。
高速乗合バス「山の湊号」　は、必要ないと思う。
自治区に対して補助金を出していることについて、必要ないと思う。
地区の人口も急速に減少し、小学生も急激に減少していることも踏ま
え、もっと真剣に取り組んでほしい。

意見として承る。 〇 ② ― 行政
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